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は
じ
め
に

　

杜
甫
（
七
一
二
〜
七
七
〇
）
の
代
表
作
の
一
つ
に
、人
口
に
膾
炙
す
る
「
絶
句
」

と
題
す
る
作
品
が
あ
り
、
前
半
の
二
句
は
、「
江
碧
鳥
逾
白　

山
青
花
欲
然
＝
江

碧
に
し
て
鳥
逾
い
よ
白
く　

山
青
く
し
て
花
然
え
ん
と
欲
す
」と
詠
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
聯
で
詠
じ
ら
れ
る
「
花
」
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
花
を
指
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
杜
甫
の
生
き
て
い
た
唐
代
は
「
花
」
と
い
え
ば
、「
牡
丹
の
花
」

を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
詩
が
詠
わ
れ
た
舞
台
が
蜀
（
四
川
省
）
の
成
都

で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
た
だ
単
に
「
牡
丹
の
花
」
と
み
る
と
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
蜀
の
花
と
い
え
ば
、ツ
ツ
ジ
の
花
を
指
す
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
は
杜
甫
が
家
族
と
と
も
に
、
大
飢
饉
に
遭
遇
し
て
華
州
（
陝
西
省
）

で
の
官
職
を
捨
て
、
食
を
求
め
て
、
秦
州
（
甘
粛
省
天
水
）
等
を
経
て
、
蜀
の
成

都
に
辿
り
着
き
、
居
を
構
え
た
時
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
蜀
を
代
表
す
る
花

は
ツ
ツ
ジ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
作
品
に
詠
じ
ら
れ
た
「
花
」
は
ツ
ツ
ジ
の
花

と
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
わ
ざ
わ
ざ
杜
甫
は
「
燃
え

る
よ
う
な
花
」
と
詠
う
の
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
単
に
「
ツ
ツ
ジ
の
花
」
と
だ
け
訳

す
の
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
花
」
は
た
だ
単
に
ツ
ツ
ジ

の
花
と
と
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
に
種
類
ま
で
特
定
す
る
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
も
し
仮
に
、
具
体
的
に
ツ
ツ
ジ
の
花
を
特
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
果
た
し
て
ど
ん
な
ツ
ツ
ジ
が
相
応
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
論
で
は
ツ
ツ
ジ
の
花
を
特
定
す
る
こ
と
を
試
み
て
み
た
い
。  

　

先
ず
初
め
に
、
わ
が
国
で
は
こ
の
「
花
」
を
〝
ツ
ツ
ジ
〞
の
花
と
解
釈
し
て
翻

訳
し
て
い
る
書
籍
は
果
た
し
て
、
何
冊
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
に
上
梓
さ

れ
て
い
る
諸
本
を
繙
き
、
そ
れ
ら
を
羅
列
し
た
上
で
、
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
　
　

一
、
諸
家
の
「
花
」
に
対
す
る
解
釈
に
つ
い
て 

　

初
め
に
諸
家
の
訳
文
を
発
行
順
に
引
用
し
て
み
た
い
。

　

最
初
は
、
杜
甫
の
研
究
家
と
し
て
名
高
い
吉
川
孝
次
郎
氏
と
三
好
達
治
氏
の
共

著
で
あ
る
『
新
唐
詩
選
』（
岩
波
新
書
・
昭
和
二
十
七
年
八
月
十
日
発
行
）
か
ら

眺
め
て
み
た
い
。
そ
の
前
半
の
二
句
を
、

　
　
　

１ 　

わ
き
あ
が
る
よ
う
な
新
緑
の
山
々
、
火
の
よ
う
な
赤
さ
で
、
あ
ち
こ

ち
に
咲
き
ほ
こ
る
花
、
花
、
花
。

　

と
訳
し
、王
維
の「

川
別
業
」の
詩
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、花
に
つ
い
て
は「
桃

の
で
あ
っ
た
か
」
と
解
説
し
て
い
る
。
続
い
て
、
内
田
泉
之
助
博
士
の
『
漢
詩
百

選
』（
明
治
書
院
・
昭
和
三
十
七
年
五
月
二
十
五
日
発
行
）
に
は
、

　
　
　

２ 　

新
緑
の
山
に
点
々
と
咲
く
花
の
紅
は
、
燃
え
る
ば
か
り
に
あ
ざ
や
か

で
、
見
る
か
ら
に
美
し
い
春
の
景
色
で
あ
る
。

杜
甫
『
絶
句
二
首　

其
二
』
詩
小
考

　
　
　

―
「
山
青
花
欲
然
」
句
中

「
花
」

―

渡　
　

部　
　

英　
　

喜
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と
訳
し
て
い
る
。
次
に
、
目
加
田
誠
著
、『
漢
詩
大
系　

杜
甫
』（
集
英
社
・
昭

和
四
十
年
三
月
三
十
一
日
発
行
）
に
は
、

３　

山
は
青
緑
で
花
は
燃
え
る
よ
う
に
紅
だ

　

と
あ
る
。
次
に
、
前
野
直
彬
編
『
唐
詩
鑑
賞
辞
典
』（
東
京
堂
・
昭
和
四
十
五

年
九
月
三
十
日
発
行
）
に
は
、

４　

山
は
青
葉
に
つ
つ
ま
れ
、
そ
の
間
に
咲
い
て
い
る
花
は
、
燃
え
出
す

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
程
赤
い
。

　

と
あ
る
。
次
に
、石
川
忠
久
博
士
が
著
し
た
『
漢
詩
の
世
界
』（
大
修
館
書
店
・

昭
和
五
十
年
三
月
十
日
発
行
）
に
は
、

５　

山
が
青
々
と
茂
り
、
花
が
パ
ー
ッ
と
燃
え
る
よ
う
に
咲
い
て
い
る
。

　

と
あ
り
、
続
く
鑑
賞
文
に
は
「
ツ
ツ
ジ
の
よ
う
な
鮮
や
か
な
花
を
考
え
る
と
よ

ろ
し
い
。
ツ
ツ
ジ
の
こ
と
を
杜
鵑
花
と
い
い
ま
す
が
、
杜
鵑
は
ほ
と
と
ぎ
す
で
、

ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
く
こ
ろ
に
咲
く
花
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
実
は
ほ
と
と
ぎ

す
と
い
う
鳥
は
、蜀
の
地
方
の
代
表
的
な
鳥
な
の
で
、一
名
蜀
鳥
と
も
い
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
こ
こ
で
こ
の
真
っ
赤
に
燃
え
る
花
を
ツ
ツ
ジ
と
考
え
る
の
は
、
根
拠
の

な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
し
て
、
花
の
名
を
ツ
ツ
ジ
と
指
摘
し
て
い
る
。

次
に
、
拙
著
『
漢
詩
雑
話
』（
昭
和
堂
・
五
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
）
で
は
、

６　

山
は
青　

花
燃
え
た
つ
よ
う

　

と
訳
し
て
い
る
。
続
い
て
、
服
部
南
郭
・
日
野
龍
夫
校
注
『
唐
詩
選
国
字
解
』

（
平
凡
社
・
昭
和
五
十
七
年
三
月
十
日
発
行
）
に
は
、

７　

山
が
青
い
ゆ
へ
、
花
は
紅
な
が
火
の
燃
ゆ
る
や
う
に
見
ゆ
る

　

と
訳
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
前
野
直
彬
注
解
『
唐
詩
選　

中
』（
岩
波
文
庫
・

昭
和
五
十
七
年
十
月
十
八
日
発
行
）
に
は
、

８　

山
々
は
青
葉
に
包
ま
れ
、そ
の
間
に
燃
え
る
よ
う
に
紅
の
花
が
開
く
。

　

と
あ
る
。
次
は
岩
波
文
庫
の
松
枝
茂
夫
編
『
中
国
名
詩
選　

中
』（
昭
和
五
十

九
年
九
月
七
日
発
行
）
に
は
、

９　

山
の
青
さ
に
映
え
て
花
は
燃
え
ん
ば
か
り
だ
。

　

と
あ
る
。
続
い
て
、
松
浦
友
久
編
『
校
注　

唐
詩
解
釈
辞
典
』（
大
修
館
・
昭

和
六
十
二
年
十
一
月
一
日
発
行
）
に
は
、

10　

山
は
新
緑
で
、
そ
の
た
め
に
花
は
（
い
っ
そ
う
際
だ
っ
て
）
今
に
も

燃
え
あ
が
ら
ん
ば
か
り
に
（
赤
く
）
見
え
る
。

　

と
訳
さ
れ
、
そ
の
語
釈
に
「
花
（
お
そ
ら
く
は
桃
や
李
の
花
）
の
赤
さ
」
と
い

う
解
説
を
施
し
て
い
る
。
次
は
、
森
野
繁
夫
著
『
漢
文
の
教
材
研
究　

第
四
冊　

漢
詩
編
（
一
）』（
渓
水
社
・
昭
和
六
十
三
年
一
月
十
一
日
発
行
）
に
は
、

11　

山
は
あ
さ
み
ど
り
に
、
そ
の
中
に
真
紅
の
花
が
燃
え
ん
ば
か
り
に
咲

い
て
い
る
。

　

と
あ
る
。
次
に
、
石
川
忠
久
著
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
漢
詩
を
よ
む
杜
甫
』（
日
本
放
送
出

版
協
会
・
昭
和
六
十
三
年
十
月
一
日
発
行
）
に
は
、

12　

山
の
木
は
緑
に
映
え
、花
は
燃
え
出
さ
ん
ば
か
り
に
真
っ
赤
で
あ
る
。
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と
あ
る
。
次
に
拙
著
『
黄
河
漢
詩
紀
行
』（
東
方
書
店
・
平
成
元
年
十
二
月
十

日
発
行
）
に
は
、

13　

山
は　

青
々
と　

花
は　

燃
え
ん
ば
か
り
だ　

　

と
訳
す
。次
に
、鎌
田
正
・
田
部
井
文
雄
監
修『
研
究
資
料　

漢
文
学　

詩
２
.
』

（
明
治
書
院
・
平
成
六
年
一
月
二
十
四
日
発
行
）
に
は
、
堀
江
忠
道
氏
の
口
語
訳

が
掲
載
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

14　

山
（
の
木
々
）
は
、
あ
お
み
ど
り
色
で
、（
そ
の
中
に
咲
く
、）
花
は

燃
え
る

　

と
訳
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
石
川
忠
久
著
『
漢
詩
を
よ
む　

春
の
詩
一
〇
〇

選
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
平
成
八
年
三
月
二
十
日
発
行
）
に
は
、

15　

山
の
木
々
は
緑
に
映
え
、
花
は
燃
え
る
よ
う
に
赤
い
。

　

と
あ
り
、
続
い
て
、
亀
山
朗
著
『
風
呂
で
読
む　

続
唐
詩
選
』（
世
界
思
想
社
・

平
成
十
年
二
月
十
日
発
行
）
に
は
、　

16　

山
は
新
緑
、
そ
の
中
に
混
じ
る
赤
い
花
は
、
い
ま
に
も
燃
え
だ
し
そ

う
だ

　

と
訳
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
志
賀
一
朗
先
生
の
『
漢
詩
の
鑑
賞
と
吟
詠
』（
あ

じ
あ
ブ
ッ
ク
ス
・
大
修
館
書
店
・
平
成
十
一
年
六
月
一
日
発
行
）
に
は
、

17　

山
は
青
く
し
て
花
は
燃
え
ん
ば
か
り
に
真
っ
赤
で
あ
る
。

　

と
い
う
口
語
訳
を
試
み
て
い
る
。
次
に
紹
介
す
る
松
下
緑
訳
『
漢
詩
七
五
訳
に

遊
ぶ
「
サ
ヨ
ナ
ラ
ダ
ケ
ガ
人
生
カ
」』（
集
英
社
・
平
成
十
五
年
二
月
十
日
発
行
）

に
は
井
伏
鱒
二
調
に
、

18　

ミ
ド
リ
ノ
山
二
サ
ツ
キ
モ
エ

　

と
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
文
庫
本
の
『
漢
詩
に
遊
ぶ
』（
平
成
十
八
年
七
月
二
十

五
日
発
行
）
は
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
替
え
て
、

19　

み
ど
り
の
山
に
さ
つ
き
も
え

　

と
初
め
て
、「
花
」
を
サ
ツ
キ
と
具
体
的
に
訳
し
て
い
る
。
サ
ツ
キ
と
は
ツ
ツ

ジ
の
一
種
の
サ
ツ
キ
ツ
ツ
ジ
の
こ
と
で
あ
る
。
次
は
黒
川
洋
一
著
『
杜
甫
』（
角

川
文
庫
・
平
成
十
七
年
三
月
二
十
五
日
発
行
）
に
は
、

20　

山
は
さ
み
ど
り
に
、
花
は
燃
え
ん
ば
か
り
だ
。

　

と
あ
る
。
次
に
引
く
、
竹
内
実
編
著
『
岩
波
漢
詩
紀
行
辞
典
』（
岩
波
書
店
・

平
成
十
八
年
五
月
二
十
五
日
発
行
）
に
は
、

21　

山
青
く　

花
燃
え
ん
と
す

　

と
訳
さ
れ
、
語
釈
に
「
花
は
桃
の
花
」
と
あ
る
。
ま
た
吉
崎
一
衛
氏
の
『
漢
詩

の
旅　

長
江
』（
明
治
書
院
・
平
成
十
八
年
七
月
二
十
五
日
発
行
）
に
は
、

22　

山
は
青
々
と
し
て
、
花
が
燃
え
あ
が
ら
ん
ば
か
り
に
赤
い

　

あ
る
。
次
に
、拙
著『
心
に
な
ご
む　

漢
詩
フ
レ
ー
ズ
１
０
８
選
』（
亜
紀
書
房
・

平
成
十
九
年
七
月
十
五
日
発
行
）
に
は
、
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23　

山
は
新
緑
に
覆
わ
れ
て
青
く

　
　

躑
躅
の
花
は
真
っ
赤
に
燃
え
だ
さ
ん
ば
か
り

　

と
い
う
訳
を
試
み
た
。
次
に
、
宇
野
直
人
著
『
N
H
K
古
典
講
読　

漢
詩　

杜

甫
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
・
平
成
十
九
年
十
月
一
日
発
行
）
に
は
、

24　

山
は
青
々
と
新
緑
に
つ
つ
ま
れ
て
、
そ
の
中
に
咲
く
花
は
燃
え
立
つ

よ
う
に
赤
い
。

　

と
し
て
、
｢第
二
句
の
〝
赤
い
花
〞
は
桃
か
李
で
あ
ろ
う
。｣
と
い
う
解
説
が
な

さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
宇
野
直
人
・
江
原
正
士
『
杜
甫
』（
平
凡
社
・
平
成
二
十

一
年
二
月
十
日
発
行
）
に
は
、

25　

春
の
山
は
青
々
と
木
の
緑
に
包
ま
れ
て
、
そ
の
合
間
合
間
に
咲
く
花

は
燃
え
る
よ
う
に
赤
い
。

　

と
あ
り
、
石
川
忠
久
監
修
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
漢
詩
紀
行
ガ
イ
ド
４
』（
日
本
放
送
出

版
協
会
・
平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日
発
行
）
に
は
、

26　

山
は
青
々
と
茂
り
、
花
は
燃
え
る
よ
う
に
赤
く
咲
い
て
い
る
。

　

と
訳
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
村
山
吉
廣
氏
の
『
書
を
学
ぶ
人
の
た
め
に　

唐

詩
入
門
』（
二
玄
社
・
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
日
発
行
）
に
は
、

27　

山
は
青
く
澄
み
、
い
ま
に
も
花
が
咲
き
誇
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

　

と
あ
る
。
以
上
、手
持
ち
の
二
十
七
冊
の
書
籍
を
発
行
順
に
口
語
訳
を
引
用
し
、

掲
載
し
て
き
た
が
、
結
局
は
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

Ａ
群
は
「
花
」
と
だ
け
、Ｂ
群
は
具
体
的
に
「
桃
か
李
の
花
」
と
し
、Ｃ
群
は
「
ツ

ツ
ジ
（
サ
ツ
キ
を
含
む
）」
と
分
類
し
て
い
る
。
そ
れ
を
も
う
一
度
纏
め
て
み
る

と
左
記
の
通
り
に
な
る
。

　
　

Ａ
群　

た
だ
単
に
「
花
」
と
だ
け
訳
し
て
い
る
も
の
に
は
、

１　

あ
ち
こ
ち
に
咲
き
ほ
こ
る
花
、
花
、
花
。

２　

咲
く
花
の
紅
は
、
燃
え
る
ば
か
り
に
あ
ざ
や
か
で
、

３　

花
は
燃
え
る
よ
う
に

４　

咲
い
て
い
る
花
は
、
燃
え
出
す
の
で
は
な
い
か

６　

花
燃
え
た
つ
よ
う

７　

 

花
は
紅
な
が
火
の
燃
ゆ
る
や
う
に
見
ゆ
る

８　

燃
え
る
よ
う
に
紅
の
花
が
開
く

９　

花
は
燃
え
ん
ば
か
り
だ
。

10　

花
は
（
い
っ
そ
際
だ
っ
て
）
今
の
も

11　

 

真
紅
の
花
が
燃
え
あ
が
ら
ん
に
咲
い
て
い
る
。

12　

花
は
燃
え
出
さ
ん
ば
か
り
に
真
っ
赤
で
あ
る
。

13　

花
は　

燃
え
ん
ば
か
り
だ　

14　
（
そ
の
中
に
咲
く
、）
花
は
燃
え
る　
　

15　

花
は
燃
え
る
よ
う
に
赤
い
。

16　

赤
い
花
は
、
い
ま
に
も
燃
え
だ
し
そ
う
だ

17　

花
は
燃
え
ん
ば
か
り
に
真
っ
赤
で
あ
る
。

20　

花
は
燃
え
ん
ば
か
り
だ
。

22　

花
が
燃
え
あ
が
ら
ん
ば
か
り
に
赤
い

25　

そ
の
合
間
合
間
に
咲
く
花
は
燃
え
る
よ
う
に
赤
い
。

26　

咲
く
花
は
燃
え
る
よ
う
に
赤
く
咲
い
て
い
る
。

27　

い
ま
に
も
花
が
咲
き
誇
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
　

Ｂ
群　

桃
の
花
か
、
李
の
花
と
訳
し
た
も
の
（
鑑
賞
・
解
説
文
を
含
め
て
）
に

21　

花
燃
え
ん
と
す
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24　

そ
の
中
に
咲
く
花
は
燃
え
立
つ
よ
う

　
　

Ｃ
群　

ツ
ツ
ジ
（
サ
ツ
キ
を
含
む
）
の
花
と
訳
し
た
も
の
に
は
、

５　

花
が
パ
ー
ッ
と
燃
え
る
よ
う
に
咲
い
て
い
る
。

18　

ミ
ド
リ
ノ
山
二
サ
ツ
キ
モ
エ

19　

み
ど
り
の
山
に
さ
つ
き
は
え

23　

躑
躅
の
花
は
真
っ
赤
に
燃
え
だ
さ
ん
ば
か
り　

　

以
上
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
た
が
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
Ａ
群
の
た

だ
単
に
「
花
」
と
翻
訳
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
二
十
七
冊
中
二
十
一
冊
も
占
め

て
、
全
体
の
八
割
弱
に
も
達
し
て
い
る
。
具
体
的
に
花
名
を
示
し
て
い
る
の
は
六

冊（
Ｂ
群
及
び
Ｃ
群
）の
み
で
全
体
の
二
割
強
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、花
名
を
桃（
或

い
は
李
）
と
し
た
の
は
二
冊
、
ツ
ツ
ジ
（
サ
ツ
キ
を
含
む
）
は
四
冊
で
あ
る
。
桃

の
場
合
は
全
体
の
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
ツ
ツ
ジ
の
場
合
は
全
体
の
十
四
パ
ー

セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
。
桃
な
ど
と
解
釈
し
た
の
は
旧
暦
二
月
に
咲
く
桃
の
花
が
中

国
を
代
表
す
る
春
景
色
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
桃
の
花
は

中
国
を
代
表
す
る
春
景
色
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
江
南
地
方
の
春
景
色

を
指
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
杜
牧
（
八
〇
三
〜
八
五
二
）
の
詠
う
「
千
里
鶯
啼
い

て
緑
紅
に
映
ず
」（
江
南
の
春
）
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
の
「
緑
」
は
柳
の

新
緑
で
あ
り
、「
紅
」
は
桃
の
花
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
先
入
観
が
桃
（
或

い
は
李
）
と
い
う
解
釈
に
繋
が
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
で
は
、蜀
（
四

川
省
）
の
花
は
何
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　

二
、
蜀
の
花
と
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か

　

砕ス
ヤ
ブ葉
（
キ
リ
ギ
ス
・
ト
ク
マ
ッ
ク
）
で
生
ま
れ
、
五
歳
か
ら
二
十
代
半
ば
頃
ま

で
、
蜀
の
青
蓮
郷
（
四
川
省
江
油
市
）
で
育
っ
た
李
白
に
は
、
蜀
を
偲
ん
で
詠
じ

た
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
作
品
と
は
旅
の
途
中
で
、
宣
城
（
安
徽
省
）
で

詠
じ
た
「
宣
城
に
て
杜
鵑
の
花
を
見
る
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、

　
　
　
　

宣
城
見
杜
鵑
花
（
宣
城
に
て
杜
鵑
の
花
を
見
る
）　

李
白

蜀
国
曾
聞
子
規
鳥　

蜀
国
曾
て
聞
く
子
規
の
鳥

宣
城
還
見
杜
鵑
花　

宣
城
還
た
見
る
杜
鵑
の
花

一
叫
一
廻
腸
一
断　

一
叫
一
廻
腸
一
断

三
春
三
月
憶
三
巴　

三
春
三
月
三
巴
を
憶
ふ

　

多
感
な
青
少
年
時
代
に
二
十
年
間
も
過
ご
し
た
青
蓮
郷
は
故
郷
と
考
え
て
も
よ

い
だ
ろ
う
。
そ
の
李
白
が
他
郷
の
宣
城
で
眺
め
た
の
は
杜
鵑
花
で
あ
る
。
こ
の
花

は
杜
鵑
（
子
規
と
も
い
う
。
ほ
と
と
ぎ
す
）
の
鳴
く
頃
に
満
開
に
な
る
ツ
ツ
ジ
で

あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
を
聞
い
て
、

故
郷
を
思
い
出
し
、
感
慨
を
催
し
て
、
七
言
絶
句
に
詠
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
杜
鵑
は

蜀
の
国
に
多
い
鳥
で
、
別
名
蜀
鳥
と
も
い
う
。
ま
た
、

県
の
県
城
の
南
郊
に
は

望
帝
叢
祠
が
あ
る
。
こ
の
祠
は
古
代
の
蜀
の
国
王
・
杜
宇
と
開
明
の
二
王
を
祀
っ

た
も
の
で
あ
る
。
杜
宇
は
民
に
農
を
教
え
、
開
明
は
治
水
を
教
え
た
と
さ
れ
る
伝

説
上
の
名
君
で
あ
り
、
人
民
に
慕
わ
れ
て
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

杜
宇
に
は
、
民
に
農
業
を
促
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
国
王
の
位
を
宰

相
に
禅
譲
し
て
出
国
し
、
後
に
帰
国
し
て
復
位
を
望
ん
だ
も
の
の
、
復
位
は
叶
う

こ
と
は
な
く
、
恨
み
を
抱
き
つ
つ
、
血
を
吐
い
て
死
ん
で
し
ま
い
、
そ
の
杜
宇
の

魂
の
化
身
が
杜
鵑
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
四
川
省
に
は
残
さ
れ
て
い
る
。
蜀
で

は
ツ
ツ
ジ
と
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
は
深
い
因
縁
が
あ
る
。
従
っ
て
、
ツ
ツ
ジ
が
蜀
を
代

表
す
る
花
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
石
川
忠
久
先
生
が
「
真
っ
赤
に
燃
え

る
花
を
ツ
ツ
ジ
と
考
え
る
の
は
根
拠
の
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」（『
漢
詩
の

世
界
』大
修
館
書
店
）と
い
う
指
摘
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

蜀
の
花
は
ツ
ツ
ジ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ツ
ツ
ジ
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
そ
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の
種
類
ま
で
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
牧
野
富
太
郎
著
『
原
色
牧
野
植
物
大

図
鑑
』（
北
隆
館
・
昭
和
五
十
七
年
五
月
二
十
日
発
行
）
を
繙
い
て
み
る
と
、　

　

つ
つ
じ
科
に
は
「
ツ
ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」
を
始
め
、「
ア
ズ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」「
ハ

ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」「
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
」「
バ
イ
カ
ツ
ツ
ジ
」「
ゴ
ヨ
ウ
ツ
ツ
ジ
」「
ム

ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
「
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
」「
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
」「
皐
月
ツ
ツ
ジ

（
サ
ツ
キ
）」「
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ツ
ツ
ジ
」「
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
」　

　

等
々
多
く
の
種
類
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
も
、
蜀
で
の
ツ
ツ
ジ
は
レ

ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
有
力
な
候
補
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
レ
ン
ゲ

ツ
ツ
ジ
は
蜀
の
山
野
に
最
も
相
応
し
い
花
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
四
川
省
の
省

都
・
成
都
は
我
が
国
の
鹿
児
島
と
ほ
ぼ
同
緯
度
に
あ
り
、
中
国
の
西
南
部
に
位
置

す
る
温
暖
な
地
方
に
あ
る
。
省
内
に
は
大
き
な
河
川
が
四
本
も
貫
流
し
て
お
り
、

大
地
は
常
に
し
っ
と
り
と
し
て
い
る
。
特
に
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
朝
方
は
、
大

地
が
濃
霧
に
す
っ
ぽ
り
と
包
ま
れ
て
、
太
陽
は
昼
近
く
ま
で
顔
を
出
す
こ
と
は
な

い
の
で
あ
る
。「
蜀
犬
日
に
吠
え
る
」
と
は
、
蜀
の
気
候
・
風
土
を
端
的
に
言
い

表
し
て
い
る
俗
諺
で
あ
る
。
そ
ん
な
風
土
・
気
候
に
適
し
て
い
る
の
が
レ
ン
ゲ
ツ

ツ
ジ
な
の
で
あ
る
。
水
温
の
十
分
な
高
原
や
山
野
に
生
え
る
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
は
四

川
省
の
風
土
に
合
っ
た
植
物
で
あ
る
。
ま
た
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
咲
く
花
の

多
く
は
黄
色
や
橙
色
の
色
を
付
け
る
。
杜
甫
の
詠
う
「
花
燃
え
ん
と
欲
す
」
と
は
、

燃
え
る
よ
う
な
赤
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
。
火
の
勢
い
が
強
く
、
よ
く
燃
え

て
い
る
様
子
を
観
察
し
て
み
る
と
、
上
部
は
黒
み
を
帯
び
た
赤
色
で
あ
る
が
、
炎

の
中
心
は
橙
色
か
、
黄
色
で
あ
る
。
従
っ
て
、
燃
え
る
よ
う
な
花
と
は
、
真
っ
赤

な
花
で
は
な
く
、
橙
色
を
帯
び
た
黄
色
の
花
で
あ
る
。「
黄
」
の
字
源
は
「
矢
の

先
に
篭
を
付
け
、
そ
の
篭
の
中
に
火
を
付
け
た
火
矢
の
形
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、

燃
え
る
よ
う
な
花
と
は
真
っ
赤
な
花
で
は
な
く
、黄
色
味
を
帯
び
た
橙
色
で
あ
る
。

　

杜
甫
が
詠
う
「
燃
え
る
よ
う
な
花
」
と
は
、
蜀
の
風
土
に
あ
う
中
国
原
産
の
レ

ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
で
あ
り
、
漢
名
・
羊
躑
躅
を
さ
す
の
で
あ
る
。

付
記　

絶
句
の
平
仄
を
示
し
て
お
き
た
い
。

○　

●　

●　

○　

●

江　

碧　

鳥　

逾　

白

○　

○　

○　

●　

◎

山　

青　

花　

欲　

然

○　

○　

●　

●　

●

今　

春　

看　

又　

過

○　

●　

●　

○　

◎

何　

日　

是　

帰　

年

　
　
　
　
　
　
　
　
（
仄
起
式
・
下
平
声
一
先
の
韻
）

○
平
字

●
仄
字

◎
韻
字
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